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承認第２号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

承認第３号 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 －

承認第４号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

承認第５号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

承認第６号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第２４号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第２５号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第２６号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第２７号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第２８号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第２９号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第３０号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第３１号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第３２号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第３３号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

専決した事件の承認について（九度山町税条例の一部を改正
する条例について）

承認

専決した事件の承認について（九度山町国民健康保険税条例
の一部を改正する条例の一部を改正する条例について）

承認

専決した事件の承認について（令和７年度九度山町一般会計
補正予算（第１０号）について）

承認

専決した事件の承認について（令和７年度九度山町後期高齢
者医療特別会計補正予算（第３号）について）

承認

専決した事件の承認について（令和７年度九度山町介護保険
特別会計補正予算（第４号）について）

承認

九度山町印鑑条例の一部を改正する条例について 可決

財産の取得について（バキューム車） 可決

九度山町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
について

可決

九度山町立児童館設置及び管理条例の一部を改正する条例に
ついて

可決

九度山町集会所等設置及び管理条例の制定について 可決

令和８年度九度山町一般会計補正予算（第２号）について 可決

令和８年度九度山町介護保険特別会計補正予算（第１号）に
ついて

可決

令和８年度九度山町簡易水道事業会計補正予算（第２号）に
ついて

可決

令和８年度九度山町一般会計補正予算（第３号）について 可決

令和８年度九度山町簡易水道事業会計補正予算（第３号）に
ついて

可決

※議長は採決に参加しません。　○賛成　●反対
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同意第１号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

同意第２号 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 －

同意第３号 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 －

九度山 中谷　裕一 氏 椎出 松井　清澄 氏

九度山 松山　幸弘 氏 下古沢 道浦　健壽 氏

入郷 藤井　栄太郎 氏 中古沢 堀口　正男 氏

入郷 玉置　惠子 氏 河根 道上　敏晴 氏

入郷 海堀　一信 氏 河根 西浦　康雄 氏

慈尊院 丹下　明広 氏 東郷 倉谷　佳伸 氏

椎出 野中　浩三 氏 橋本市 前田　貴史 氏

固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて
　河内長野市　正野　惠胤 氏

同意

固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めるこ
とについて
　下古沢　下坊　こずえ 氏

同意

固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めるこ
とについて
　九度山　庵上　和訓 氏

同意

農業委員会の委員の選任につき同意を求めることについて

※議長は採決に参加しません。　○賛成　●反対

番　号 件　　　　　名 結果

野

口

恭

久

阪

井

亮

太

森

一

司

前

田

彦

尚

西
岡
加
津
子

松
本
孝
太
郎

前

川

成

巳

今
井
三
惠
子

伊

丹

俊

也

同 意

同意第４号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和８年第２回定例会（ 会期６月２日～１８日 ）
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■
令

和

８
年

度

九

度

山

町

一

般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て 

 
歳
出 

 

総
務
費 

 

○
不
動
産
鑑
定
業
務
委
託
料 

 

問
　

不

動

産

鑑

定

業

務

委

託

料
は
、
税
の
滞
納
に
対
す
る
強

制

執

行

の

準

備

段

階

と

い

う

理
解
で
よ
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

答
　

滞

納

者

と

の

納

税

交

渉

を
継
続
し
た
う
え
で
、
納
税
意

思

が

見

ら

れ

な

い

場

合

に

は

土

地

の

差

押

え

や

公

売

を

行

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

際
、
公
売
価
格
の
算
定
に
必
要

と

な

る

不

動

産

鑑

定

を

委

託

す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
町
と

し

て

は

引

き

続

き

納

税

交

渉

に
努
め
ま
す
。 

    

民
生
費 

 ○
地

域

子

育

て
支

援

拠

点

事

業
委
託
料 

 

問
　

地

域

子

育

て

支

援

拠

点

事
業
委
託
料
の
増
額
は
、
主
に

ど
の
よ
う
な
内
容
で
す
か
。 

 

答
　

子

育

て

支

援

拠

点

の

開

設

日

を

週

３

日

か

ら

週

５

日

に
拡
充
す
る
こ
と
や
、
「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
」
に
対
応

で

き

る

職

員(

保

育

士)

を

増

員

す

る

こ

と

な

ど

に

よ

る

も

の
で
す
。 

 

再

問
　

子

育

て

支

援

事

業

と

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

の

利

用

手

続

き

は

同

じ

で

す

か
。 

 

答　

手
続
き
は
異
な
り
ま
す
。

子

育

て

支

援

事

業

は

対

象

と

な

る

親

子

が

直

接

施

設

へ

申

し
込
み
ま
す
。
一
方
、
「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
」
は
、
町

の
認
定
を
受
け
た
後
、
事
前
面

談

や

利

用

予

約

を

行

う

必

要

が
あ
り
ま
す
。
対
象
年
齢
も
そ

れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。 

衛
生
費 

 

○
こ
ど
も
家

庭

セ
ン
タ
ー
備

品

購
入
費 

 

問
　

こ

ど

も

家

庭

セ

ン

タ

ー

は

既

に

設

置

さ

れ

て

い

ま

す

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
業
務

を
行
う
予
定
で
す
か
。 

 

答
　

今

年

の

秋

に

開

設

す

る

予
定
で
す
。 

業
務
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
期

か

ら

子

育

て

期

ま

で

の

相

談
・
支
援
を
行
い
ま
す
。
住
民

課
、
福
祉
課
、
学
校
教
育
課
の

家

庭

教

育

支

援

チ

ー

ム

が

連

携
し
、
一
体
と
な
っ
て
対
応
し

ま
す
。 

 

○
ご
み
集

積

ボ
ッ
ク
ス
設

置

補

助
金 

 

問
　

町

営

住

宅

へ

の

ご

み

集

積

ボ

ッ

ク

ス

の

設

置

は

ど

の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。 

 

答
　

町

営

住

宅

へ

の

ご

み

集

積

ボ

ッ

ク

ス

の

設

置

に

つ

い

て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
ま

す
。 

教
育
費 

 

問
　

町

立

幼

稚

園

創

立

１

０

０
周
年
記
念
事
業
は
、
い
つ
頃
、

ど

の

よ

う

な

内

容

を

予

定

し

て
い
ま
す
か
。 

 

答
　

令

和

９

年

２

月

頃

の

開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
式
典

の
ほ
か
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に
よ

る

イ

ベ

ン

ト

や

バ

ル

ー

ン

を

使
っ
た
催
し
な
ど
、
子
ど
も
た

ち

が

楽

し

め

る

内

容

を

検

討

し
て
い
ま
す
。 

 

歳
入 

 

○
第
三
者
行
為
に
よ
る
賠
償
金 

 

問
　

第

三

者

行

為

に

よ

る

賠

償

金

と

は

ど

の

よ

う

な

も

の

で
す
か
。 

 

答
　

子

ど

も

医

療

費

助

成

の

支

給

対

象

者

が

交

通

事

故

に

遭
い
、
そ
の
医
療
費
の
自
己
負

担

分

を

子

ど

も

医

療

費

か

ら

助
成
し
て
お
り
、
後
日
、
相
手

方

の

保

険

会

社

へ

賠

償

金

の

請
求
を
行
い
ま
す
。

 

主
な
議
案
・
質
疑
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一
般
質
問
と
答
弁 

  

前
田　

彦
尚 

議
員 

 

 

問
　
岡
本
町
政
６
期
目
の
初
議
会
に

当
た
り
、
改
め
て
決
意
と
主
要
施
策

に
つ
い
て
問
う 

 

質
問　

６
期
目
の
選
挙
公
約
と
し
て

定
住
施
策
、
福
祉
施
策
、
新
産
業
創

設
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
そ
の
他

の
５
つ
の
柱
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 次

の
４
点
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
お
ら
れ
る
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。 

１
点
目
は
、
シ
ル
バ
ー
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
事
業
の
利
便
性
向
上
に
つ
い

て
。 

２
点
目
は
、
ゴ
ミ
出
し
支
援
の
本
格

稼
働
に
つ
い
て
。 

３
点
目
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
推

進
に
つ
い
て
。 

４
点
目
は
、
町
営
住
宅
（
旭
・
梅
林
）

団
地
の
払
い
下
げ
推
進
に
つ
い
て
。 

 

町
長
　
１
点
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
と
生
き
が
い
活

動
の
推
進
及
び
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
事
業

で
あ
り
ま
す
。 

　

本
事
業
は
、
平
成

年
度
か
ら
公

19

共
交
通
機
関
の
通
っ
て
い
な
い
地
域

に
居
住
す
る
満

歳
以
上
の
一
人

75

暮
ら
し
の
世
帯
等
一
部
地
域
の
方
を

対
象
と
し
て
試
行
的
に
開
始
し
、
そ

の
後
対
象
地
域
の
拡
大
や
チ
ケ
ッ
ト

交
付
枚
数
を
年
間

枚
か
ら

枚

24

36

へ
増
加
す
る
等
段
階
的
に
制
度
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　

６
期
目
の
公
約
に
掲
げ
た
「
シ
ル

バ
ー
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
事
業
の
利

便
性
向
上
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対

象
者
の
年
齢
要
件
を
原
則
満

歳
75

以
上
か
ら
満

歳
以
上
に
引
き
下

70

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

再
問　

町
民
の
声
と
し
て
「
１
回
に

１
枚
で
は
な
く
、
２
枚
３
枚
使
え
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
」「
頂
い
た
チ

ケ
ッ
ト
は
、
本
人
の
自
由
に
使
え
る

よ
う
に
し
て
欲
し
い
。
」等
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

福
祉
課
長　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、

利
用
者
の
皆
様
の
ご
意
見
、
利
用
状

況
等
、
制
度
の
公
平
性
や
事
業
効
果

も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

町
長　

２
点
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
地
区
を
対
象
に
集
積
所
ま
で
の
ゴ

ミ
出
し
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
が
い

者
で
構
成
さ
れ
る
家
庭
に
対
し
て
、

在
宅
生
活
の
支
援
の
た
め
、
自
宅
ま

で
戸
別
に
回
収
を
行
う
こ
と
を
試
験

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
回
収
頻
度

は
、
週
１
回
、
回
収
す
る
ゴ
ミ
は
、

燃
え
る
ゴ
ミ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
３
種
類

で
す
。
秋
か
ら
本
格
的
に
事
業
と
し

て
開
始
す
る
予
定
で
あ
り
、
回
収
す

る
ゴ
ミ
の
種
類
を
拡
大
し
て
住
民
の

皆
様
の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
参

り
た
い
。 

 

再
問　

こ
の
制
度
の
中
で
支
援
を
受

け
る
事
が
出
来
る
対
象
者
は
、
ど
う

い
う
方
々
で
す
か
。 

 

住
民
課
長　

対
象
者
の
要
件
と
し
ま

し
て
は
、
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要

支
援
事
業
対
象
者
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
に
該
当
す
る
方
、
療
育
手
帳
Ａ
判

定
に
該
当
す
る
方
、
精
神
障
害
者
手

帳
１
級
を
所
持
す
る
方
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
で
、
ゴ
ミ
出
し
支
援
対

象
者
認
定
審
査
会
で
認
定
を
受
け
た

方
で
す
。 

 

町
長　

３
点
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
よ
り
公
共
施
設
５
か
所
に
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
行
い
、
防
犯
対

策
を
強
化
す
る
こ
と
で
住
民
の
不
安

軽
減
を
図
り
地
域
の
安
全
向
上
を
図

っ
て
参
り
た
い
。 

４
点
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、
旭
団

地
で
は
、
今
ま
で
３
回
の
譲
渡
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
も
希
望
が
あ
れ

ば
随
時
対
応
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

梅
林
団
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
団
地
の
在
り
方

を
全
体
的
に
見
直
し
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
住

民
の
方
々
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
を
参

考
に
計
画
案
を
作
成
し
た
上
で
説
明

会
を
行
い
、
方
向
性
を
出
し
て
い
き

た
い
。
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野
口　

恭
久 

議
員 

 

 

問
一
　
真
田
ま
つ
り
等
の
駐
車
場
に
つ

い
て 

 

質
問　

近
年
、
真
田
ま
つ
り
等
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
時
、
高
野
口
町
の
き
の

か
わ
支
援
学
校
や
Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
の

駐
車
場
な
ど
九
度
山
町
外
の
駐
車
場

を
お
借
り
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
以
下
の
２
点
に
つ
い
て
お
尋

ね
い
た
し
ま
す
。 

①
ま
つ
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
町
内
の
駐
車
場
問
題
に

つ
い
て
、
方
針
や
考
え
方
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。 

②
管
内
の
小
中
学
校
の
運
動
場
を
駐

車
場
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
の
検
討

は
可
能
か
ど
う
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。 

 

町
長　

１
点
目
の
ご
質
問
に
お
答
え

い
た
し
ま
す
。
本
町
は
平
地
が
少
な

く
、
駐
車
場
用
地
を
確
保
し
よ
う
に

も
、
適
し
た
土
地
が
な
い
と
い
う
の

が
現
状
で
す
。
町
と
し
ま
し
て
は
、

駐
車
場
を
設
定
す
る
際
は
、
リ
ス
ク

回
避
の
観
点
か
ら
交
通
渋
滞
や
交
通

事
故
の
二
次
災
害
を
防
ぐ
こ
と
、
つ

ま
り
住
民
の
生
活
を
侵
さ
な
い
よ
う
、

安
全
・
安
心
に
運
営
出
来
る
こ
と
が

最
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
来
町
者
に
と
っ
て
わ
か

り
や
す
い
場
所
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
こ
と
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
ま
す
。 

２
点
目
の
ご
質
問
に
お
答
え
い

た
し
ま
す
。
学
校
周
辺
は
道
路
幅
が

狭
く
、
踏
切
を
横
断
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
や
案
内
等
が
困
難
で
あ
る
こ

と
な
ど
、
交
通
渋
滞
や
事
故
発
生
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
学
校
の
運
動

場
を
イ
ベ
ン
ト
駐
車
場
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
適
切
で
な
い

と
考
え
て
ま
す
。 

 

再
問
　
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
を
駐
車

場
に
利
用
出
来
れ
ば
来
町
者
に
町
内

を
散
策
し
て
も
ら
え
る
機
会
が
増
え
、

い
ろ
ん
な
意
味
で
町
に
有
利
か
と
考

え
ま
す
。
そ
こ
で
小
学
校
の
グ
ラ
ン

ド
を
駐
車
場
に
利
用
す
る
と
い
う
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

産
業
振
興
課
長　

現
時
点
に
お
い
て

は
現
状
の
駐
車
場
配
置
が
最
善
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
実
行
委

員
会
に
お
い
て
継
続
的
に
協
議
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

問
二
　
令
和
８
年
度
柿
の
Ｐ
Ｒ
計
画

に
つ
い
て 

 

質
問
　
九
度
山
町
の
主
産
物
で
あ
る

柿
を
町
当
局
は
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト

や
企
画
を
実
施
し
各
種
Ｐ
Ｒ
に
努
め

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
令
和
８
年
度

に
実
施
す
る
柿
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
販
売

促
進
事
業
の
内
容
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。 

 

町
長
　
今
年
度
の
柿
の
Ｐ
Ｒ
計
画
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
伊
都
３
市
町
・

Ｊ
Ａ
と
の
卸
売
市
場
で
の
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
を
は
じ
め
、
長
野
県
上
田
市

の
「
紅
葉
ま
つ
り
」
や
「
新
そ
ば
祭

り
」
な
ど
他
府
県
で
行
わ
れ
て
い
る

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
京
阪
神
を
中

心
に
ラ
ジ
オ
番
組
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア

に
出
演
し
Ｐ
Ｒ
を
実
施
す
る
こ
と
で

月

日
・

日
に
開
催
が
決
定

11

14

15

さ
れ
て
い
る
日
本
一
の
富
有
柿
の
イ

ベ
ン
ト
『
大
収
穫
祭
』
へ
の
誘
客
に

つ
な
げ
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
株
式
会
社
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
と

の
連
携
事
業
に
よ
る
南
海
沿
線
で
の

販
売
会
や
郵
便
局
物
販
サ
ー
ビ
ス
で

の
カ
タ
ロ
グ
販
売
、
白
浜
温
泉
旅
館

協
同
組
合
を
通
じ
た
ホ
テ
ル
な
ど
へ

の
販
売
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
も

特
産
品
で
あ
る
富
有
柿
の
知
名
度
向

上
と
販
路
開
拓
に
努
め
ま
す
。 

ま
た
、
本
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

全
国
的
に
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す

担
い
手
不
足
に
向
け
た
対
応
と
し
て

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
」
や
新

規
就
農
を
補
助
す
る
「
経
営
開
始
資

金
」
な
ど
の
事
業
に
注
力
し
、
日
本

一
の
富
有
柿
産
地
の
さ
ら
な
る
発
展

に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

再
問
　
九
度
山
の
日
本
一
の
富
有
柿

の
宣
伝
は
勿
論
で
す
が
、
柿
全
体
の

数
量
か
ら
み
ま
す
と
富
有
柿
は
約

％
と
な
っ
て
お
り

％
が
極
早

35

65

生
・
刀
根
・
普
通
平
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
出
来
れ
ば
９
月

月
の

10

刀
根
柿
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
富
有

柿
の
販
売
に
繋
げ
て
い
け
た
ら
と
考

え
ま
す
が
当
局
の
今
後
の
推
進
や
Ｐ

Ｒ
の
仕
方
を
お
聞
か
せ
頂
き
た
い
。 

 

産
業
振
興
課
長　

昨
年
、
９
月

月
10

の
Ｐ
Ｒ
に
お
き
ま
し
て
、
高
野
町
の

交
流
広
場
で
の
販
促
、
Ｊ
Ａ
と
一
緒

に
行
く
３
市
町
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
、

由
利
本
荘
市
の
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
タ
、

大
阪
で
行
わ
れ
る
升
の
市
な
ど
に
参

加
し
て
お
り
、
今
年
も
そ
れ
に
準
じ

た
か
た
ち
で
９
月
か
ら
広
報
Ｐ
Ｒ
や

物
販
に
も
努
力
い
た
し
ま
す
。
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前
川　

成
巳 

議
員 

 

 

問
　
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
に
つ

い
て 

 

質
問　

九
度
山
町
の
総
人
口
は
、
20

年
余
り
で
、
１
７
６
７
人
減
少
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、

歳
の
人
口
に
つ

15

い
て
も
、

年
余
り
で
、
４
２
８
人

20

減
少
し
て
い
ま
す
。
少
子
化
の
要
因

に
は
、
未
婚
化
・
晩
婚
化
な
ど
様
々

な
理
由
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
が
よ
り
良
い
学
校

生
活
を
送
る
施
策
も
少
子
化
対
策
の

一
環
と
考
え
ま
す
。
他
市
町
村
で
は
、

教
科
書
以
外
の
ド
リ
ル
や
練
習
問
題

を
提
供
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

子
育
て
支
援
に
係
る
更
な
る
制
度
設

計
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
快
適
に
勉

学
に
励
め
る
体
制
を
、
今
後
ど
の
よ

う
に
構
築
し
て
い
き
ま
す
か
。 

 

教
育
長　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

が
進
行
す
る
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
安
心
し

て
育
み
、
健
や
か
に
育
て
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
、
魅
力
あ
る
教
育
環
境
の

整
備
は
、
定
住
促
進
の
観
点
か
ら
最

重
要
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
物
価
高
騰
に
よ
る
子
育
て
世

帯
の
負
担
軽
減
並
び
に
経
済
的
困
窮

に
左
右
さ
れ
な
い
子
ど
も
を
健
や
か

に
成
長
さ
せ
る
た
め
、
町
内
の
幼
稚

園
及
び
小
・
中
学
校
の
「
学
校
給
食

費
の
完
全
無
償
化
」
、
経
済
的
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
新
小
学
・
新
中
学

１
年
生
を
対
象
と
し
、
児
童
・
生
徒

１
人
に
つ
き
、

万
円
の
「
入
学
祝

10

金
」
を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。
生
徒

の
健
全
な
育
成
を
支
援
す
る
た
め
、

「
修
学
旅
行
」
へ
の
補
助
も
行
っ
て

お
り
、
遠
距
離
通
学
費
の
支
給
、
校

外
学
習
に
お
け
る
バ
ス
使
用
料
の
一

部
負
担
補
助
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

支
援
が
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
実
施

で
き
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

今
後
も
保
護
者
や
町
民
、
皆
様
の

ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

再
問
　
子
ど
も
た
ち
が
快
適
に
勉
学

に
励
め
る
観
点
と
し
て
、
経
済
的
負

担
な
ど
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。
子
育

て
世
帯
に
町
独
自
の
軽
減
、
個
人
住

民
税
の
均
等
割
に
当
た
る
部
分
で
軽

減
で
き
る
施
策
が
な
い
か
お
尋
ね
し

ま
す
。 

 

税
務
課
長　

本
町
独
自
で
現
在
と
全

く
異
な
る
課
税
方
式
を
取
り
入
れ
る

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
国

の
法
律
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、

現
状
で
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

再
々
問
　
個
人
の
価
値
観
か
ら
す
ぐ

に
少
子
化
に
歯
止
め
が
か
か
る
状
況

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

そ
の
観
点
か
ら
、
町
長
に
ご
質
問

し
ま
す
。
な
ぜ
九
度
山
町
の
子
ど
も

の
人
数
が
減
っ
て
い
る
の
か
。
施
策

な
ど
で
は
な
く
町
長
の
視
点
か
ら
見

た
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

町
長
　
九
度
山
町
で
子
ど
も
を
育
て

て
く
れ
る
若
い
人
が
住
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
良
い
土
地
を
提
供
で
き
る

か
ど
う
か
が
こ
れ
か
ら
の
テ
ー
マ
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

他
市
町
村
で
も
子
ど
も
の
数
が

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
す

る
特
効
薬
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

          

松
本　

孝
太
郎 

議
員 

 

 

問
　
令
和
８
年
３
月
定
例
会
で
の
町

長
・副
町
長
の
議
会
欠
席
に
つ
い
て 

 

質
問　

令
和
８
年
３
月
議
会
に
お
い

て
、
町
長
及
び
副
町
長
が
欠
席
さ
れ

た
件
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。 

議
会
は
、
住
民
に
対
す
る
説
明
責

任
を
果
た
す
重
要
な
場
で
あ
る
と
考

え
ま
す
が
、
今
回
の
欠
席
に
つ
い
て
、

住
民
へ
の
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
て

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
今
回
欠
席
に
至
っ
た
理

由
と
住
民
へ
の
説
明
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。 

 

町
長　

３
月
議
会
初
日
に
当
時
の
議

長
が
町
長
室
に
お
越
し
に
な
り
、
直

接
、
議
長
へ
審
議
拒
否
の
理
由
を
お

伝
え
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
議
員
の

皆
さ
ん
へ
報
告
あ
る
い
は
共
有
さ
れ

た
も
の
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り

ま
す
。 

だ
か
ら
私
は
、
こ
の
議
場
で
改
め

て
私
の
ほ
う
か
ら
今
の
と
こ
ろ
申
し

上
げ
る
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

 

再
問
　
住
民
へ
町
長
の
口
か
ら
説
明
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し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
ん
で
す
が
、

議
長
に
伝
え
て
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

再
度
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

当
時
議
長
で
あ
っ
た
方
か
ら
、

「
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
な
。
」
と
い
う

発
言
が
不
適
切
で
あ
っ
た
こ
と
と
、

議
会
で
議
長
に
対
す
る
辞
職
勧
告
が

可
決
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
引
き

続
き
議
長
職
に
つ
い
て
い
る
こ
と
は

議
会
の
意
思
を
尊
重
し
な
い
議
会
軽

視
で
あ
る
と
考
え
た
た
め
。
と
い
う

こ
と
が
理
由
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う

か
。 こ

う
い
う
理
由
か
ら
欠
席
さ
れ

た
訳
で
す
け
ど
も
、
結
果
的
に
議
会

運
営
に
大
き
な
影
響
を
生
じ
た
と
思

い
ま
す
。
住
民
生
活
に
関
わ
る
議
会

が
停
滞
す
る
こ
と
は
大
き
な
影
響
が

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
そ
の
点
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。 

 

町
長
　
議
会
を
止
め
る
必
要
は
な
か

っ
た
。
町
長
、
副
町
長
が
い
て
な
く

て
も
議
会
は
で
き
ま
す
。
実
際
、
３

月
議
会
は
会
期
内
で
終
わ
り
、
ち
ゃ

ん
と
議
案
も
成
立
し
て
ま
す
。
何
を

も
っ
て
言
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

い
。 

 

再
々
問
　
今
後
こ
の
よ
う
な
、
停
滞

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
当
局
と

対
話
を
行
い
、
住
民
へ
の
説
明
責
任

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。 

今
後
、
ど
の
よ
う
に
議
会
と
関
係

改
善
を
は
か
っ
て
い
く
の
か
を
お
伺

い
し
ま
す
。 

 

町
長
　
ま
ず
議
員
の
皆
さ
ん
が
議
会

の
ル
ー
ル
や
規
則
を
理
解
し
た
上
で
、

本
気
で
町
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を

す
る
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
一
緒
に

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

議会からの報告

山下前議長のパワーハラスメントが疑われる発言に対する町の申入書と議会からの回答

書は、以下のとおりです。 
「町長の申入書に対する回答」は、山下前議長を除く議員９名の合意を得ているもので、

町長への提出にあたっては、山下前議長に回答書作成の経過と経緯を報告しています。その

際、山下前議長から異論・異議はありませんでした。 
なお、申入書および回答書の個人情報が含まれる部分は、プライバシー保護のため伏せ字

としています。

申入書 
令和８年２月２日 

九度山町議会副議長　伊丹 俊也　様 
 

　令和８年１月２７日午後、議長室に広報くどやま２月号と同時に水道料金全額免除６ヶ月

を実施する旨のチラシを配布したことについて説明のために入室した九度山町●●●●が

山下議長から大声で厳しい言葉を浴びせられたと報告を受けた。 
　●●●●に対し議長室でのやりとりについて聞き取りを行なったが、町当局としては山下

議長による威圧的な発言があったものと認識している。また、本人は気丈に振る舞っており

病院は受診していないものの現実には不眠が続いており、また責任問題に発展するとの不安

を抱えている。 
　このように議会議員の発言によって町職員が萎縮する事態はあってはならない事であり、

議会としてどのような考えなのか回答を求め申し入れを行うものである。 
 

九度山町長　岡本 章
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町長の申入書に対する回答  

令和８年２月２７日  

九度山町長　岡本　章  様  
 

　九度山町議会（以下、議会）は２月１０日、全員協議会を開き、２月２日

町長発出の申入書への対応を協議しました。全員協議会において、令和８年

１月２７日午後、議長室にて山下晴夫町議会議長が●●●●に対して行なっ

た言動について経過説明を山下議長に求め、また山下議長に対し事実確認の

ための聴取を行ないました。  

　１月２７日の面談は、「水道料金全額免除６ヶ月実施」のお知らせを広報

したことについて、●●●●に説明を求めるために行なわれたものと山下議

長から説明を受けています。そして、山下議長への聴取と●●●●の文書か

ら、「どう責任を取るのか」、「議会軽視」、「言い訳は聞きたくない」、「どな

いするん」の山下議長の発言、議長室で山下議長と●●●●のふたりで面談

を行ない、山下議長が議長室の外まで聞こえる大声を発したことは事実と認

定しました。また、●●●●が１月２７日の議長との面談後、心身の不良を

訴えていることについては複数の町職員が確認していることを把握してい

ます。  

　以上のことから、議会は、①優越的な関係を背景とした言動で、②業務上

必要かつ相当な範囲を超えて、③労働者の就業環境が害された事実を確認し

た結果、山下議長の行為は、パワーハラスメントが疑われる言動であると判

断しました。  

　議員の言動によって町職員が職務を行なうにあたり、萎縮するような事態

は決して起こしてはならないものです。そのために、議会はこれまでパワー

ハラスメントやセクシャルハラスメントを起こさないための取り組み―他

自治体への視察研修、ハラスメント対策研修―など行なってきました。しか

し、このような取り組みを行なってきたにもかかわらず、今回の事案が発生

したのは、議員個々の規範意識や徳性に依拠してきた点に原因があると考え

ます。これまでの取り組みが不十分なものであったと認めざるを得ません。 

　議員による職員に対するハラスメントやハラスメントが疑われるような

言動は絶対にあってはならないことです。議員は、議会が組織として実効あ

るハラスメント防止対策に取り組んでいくことが必要であることを共通認

識とし、議員全員で再発防止に取り組んでいく決意です。  

　最後に、今回の事案で心身の不調を来された職員が、回復され通常の勤務

状態に戻られることを議会は心から願うものであることを申し上げ、回答と

させていただきます。  

九度山町議会副議長　伊丹　俊也
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編

集

後

記

野
良
猫
を
守
る
為
の
団
体
『
九
度
山
さ
く
ら

猫
の
会
』
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
さ
ん
か

ら
相
談
を
受
け
て
、
さ
く
ら
猫
（
地
域
猫
）
に

す
る
団
体
で
す
。 

 

さ
く
ら
猫
と
は
、
不
妊
手
術
（
避
妊
・
去
勢

手
術
）
が
施
さ
れ
て
い
る
目
印
と
し
て
、
耳
先

を
桜
の
花
び
ら
の
よ
う
に
Ｖ
字
型
に
カ
ッ
ト

さ
れ
た
猫
の
こ
と
で
す
。 

 

野
良
猫
の
過
剰
繁
殖
を
防
ぎ
、
一
代
限
り
の

命
を
「
地
域
猫
」
と
し
て
見
守
る
こ
と
で
、
殺

処
分
や
猫
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
減
ら
す
の

が
目
的
で
す
。 

 

猫
嫌
い
な
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
し
、

色
々
と
課
題
が
あ
り
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る

事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
の
程
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

※
動
物
虐
待
は
、
法
律
で
厳
し
く
禁
止
さ
れ
て

い
る
犯
罪
行
為
で
す
。 

日
本
の
動
物
愛
護
管
理
法
に
基
づ
き
、
意
図

的
に
傷
つ
け
る
行
為
だ
け
で
な
く
、
世
話
を
怠

る
ネ
グ
レ
ク
ト
や
遺
棄
も
処
罰
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

自治功労者表彰  
町村議会議員として１１年以上在職され、

多年にわたり地方自治の振興発展に寄与

された功績は顕著であるとして、和歌山県

町村議会議長会から表彰を受けました。 

令和８年第２回定例会開会前に、表彰状

伝達式が執り行われました。

表彰を受けた西岡加津子議員

宛先 〒648-0198

九度山町大字九度山1190

議会事務局「議会広報編集委員会」あて

TEL 54-2019（代表）

FAX 54-4705（直通）

mail gikai@town.kudoyama.lg.jp

九度山町議会ホームページ二次元コード↑

次回、定例会は９月に予定されています。
日程が決まり次第、ホームページに掲示します。

https://www.town.kudoyama.lg.jp/

ご意見･ご要望をお待ちしております

4月 1日 全員協議会

22日

5月 1日 第97回伊都地方統一メーデー集会

7日

9日

13日

18日

19日

20日

22日

28日

6月 2日

10日

11日

12日

18日

19日

25日

27日

30日

7月 2日

11日

26日

8月 6日 令和8年度和歌山県町村議会全議員研修会（かつらぎ町）

10日 紀北ブロック町村議会議長会全議員研修会（高野町）

30日 幸村杯第11回なぎなた大会

町議会の活動日誌

全員協議会

情報公開特別委員会

原水爆禁止平和行進

令和8年度伊都郡町村議会議長副議長会総会

令和8年度紀北ブロック町村議会議長会

更生保護女性会総会、伊都橋本四市町議会議長会議

九度山町商工会通常総会

全員協議会、議会運営委員会

九度山町議会における議会インターネット配信運用方法説明会

令和8年度九度山町老人クラブ連合会総会

議会運営委員会

本会議、全員協議会、議会広報編集委員会

本会議、全員協議会

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

議会運営委員会、本会議、全員協議会、議会広報編集委員会

令和8年度九度山町戦没者追悼式

議会広報編集委員会

新・真田フォーラム

慈尊院集会所竣工式

議会広報編集委員会

新生上田市誕生20周年記念式典

和歌山県消防操法大会


